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【短報】 
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Abstract: 
Chromosome number of Scirpus fuirenoides Maxim. collected from Okayama Prefecture in Western 
Japan is presented. The chromosome number of S. fuirenoides (2n = 72) agrees with the previous report 
from Nagano Prefecture in Central Japan. 

 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに 

コマツカサススキ Scirpus fuirenoides Maxim.は、クロアブラガヤ属 (Scirpus L.) に属する

多年草であり、本州、四国、九州の日当たりの良い湿地や沼のまわりなどに生育する日本

の固有種である (星野・正木 2011, 勝山・北川 2014)。本種の染色体数は、Tanaka (1942) お

よび田中 (1948) によって、関東と中部地方のものから 2n = 64 = 32II と 2n= 72 = 36II の異

なる染色体数が報告されている。カヤツリグサ科植物には、同種でも個体間で異なる染色

体数を持つ「種内異数性」が知られており、しばしば異数体間で地理的変異を示す種も報

告されている (see Yano et al. 2010)。このコマツカサススキの染色体数変異が、地理的構造

を伴う変異であるのか、それとも地理的変異とは関係ないものであるのかを検討するため

には、多くの場所から採集した個体を用いての染色体データの蓄積が重要である。そこで、

著者は岡山県から採集したコマツカサススキの染色体を観察し、染色体数を算定したので

報告する。 

 

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法 

材料は、岡山県岡山市大崎のため池周辺の湿地から採集したコマツカサススキを用いた。

田中 (1948) によると「コマツカサススキの減数分裂を観察する際に、固定液が小穂に浸

透しづらい」とあり、本種の減数分裂の観察は容易ではないと思われたので、今回、体細

胞分裂の染色体の観察をおこなった。体細胞分裂染色体像の観察方法は矢野ほか (2008) 

に従った。証拠標本は岡山理科大学標本庫 (OKAY) に保管されている。 

 

結果結果結果結果およびおよびおよびおよび考察考察考察考察 

実験に用いた岡山県産のコマツカサススキの染色体数は 2n = 72 であり、体細胞中期染

色体の大きさは 1 µm 以下で、小型の染色体から構成されていた (Fig. 1)。これまでに、コ

マツカサススキの染色体数は、武州石神井 (現在の東京都練馬区) からのもので 2n = 64 = 
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32II が、信州富士見 (現在の長野県富士

見町) からのもので 2n = 72 = 36II が報

告されている (Tanaka 1942, 田中1948)。

今回観察した岡山県のものは、3 例目の

染色体数の報告であり、信州富士見 (長

野県) からのものと同じ染色体数であっ

た。したがって、現在までに、少なくと

も 2n = 64 を持つコマツカサススキは東

京都で、2n = 72 は長野県と岡山県で確認

できることがわかった。 

コマツカサススキの近縁種として、マ

ツカサススキ S. mitsukurianus Makino と

ヒメマツカサススキ S. karuizawensis 

Makino が知られている  (星野・正木

2011)。マツカサススキは本州、四国、九

州および韓国に分布しており、ヒメマツ

カサススキは本州の関東～中部地方と韓国に分布している (星野・正木 2011)。マツカサ

ススキの染色体数は小石川植物園 (東京大学大学院理学系研究科附属植物園) に植栽され

たものから 2n = 68 = 34II が報告されている (Tanaka 1937)。一方、ヒメマツカサススキの

染色体数はまだ知られていない。 

近縁種間の染色体数からみると、コマツカサススキの種内異数体 (2n = 64 = 32II, 2n = 72 

= 36II) およびマツカサススキ (2n = 68 = 34II) は、n = 32II、34II、36II と連続することが

わかる。これらの近縁種は外部形態が類似しているために、混同されている可能性がある。

したがって、コマツカサススキの種内異数性が地理的変異かどうかを明らかにするために

は、コマツカサススキだけでなく、近縁の 2 種を含めた 3 種の分布域を網羅するようなサ

ンプリングをおこない、より多くの染色体データを蓄積する必要がある。 

 

証拠標本証拠標本証拠標本証拠標本：岡山県岡山市大崎 (O. Yano s.n. (OKAY-19630), 17 Aug. 2004, OKAY). 
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Fig. 1. コマツカサススキの体細胞中期染色体像 
(2n = 72). 

Photomicrograph of somatic metaphase chromosomes 
of Scirpus fuirenoides Maxim. (2n = 72). 


